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【内容要旨】 

訪問看護師の在宅看護実習指導に対する困難感の実態を明らかにし，在宅看護実習指導

支援プログラム（以下，支援プログラム）を開発することを目的とした。はじめに筆者らの

質的研究より訪問看護師の在宅看護実習指導に対する困難感 13項目に基づき支援プログラ

ムを作成，続いて全国調査で困難感の実態を明らかにした。その後，訪問看護師に支援プロ

グラムを配信し，介入調査を実施した。 

訪問看護師は在宅看護実習指導において，世代の異なる学生の理解，相互に関係性を構築

することに困難を感じていることが考えられた。支援プログラムのユーザー数は 1094 件，

介入後調査では継続使用希望者が 7割となり支援プログラムへのニーズが示唆された。ICT

による支援プログラムは学生に対する肯定的な理解を促進し困難感を軽減した可能性があ

る。 




